
旭川水系流域治水プロジェクト【ロードマップ】
～岡山の政治・経済・文化の中心地を守る流域治水対策の推進～

区分 対策内容 実施主体
工程

短期 中期 中長期

氾濫をでき
るだけ防
ぐ・減らす
ための対策

浸水被害を防止・軽減するため、堤防整備を
実施

中国地整
岡山市

浸水被害を防止・軽減するため、堤防整備、
河道掘削、橋梁改築等を実施

中国地整

岡山県

浸水被害を防止・軽減するため、旭川中上流
ダム再生事業を実施

中国地整

改良復旧事業の推進 岡山県

内水被害を軽減するため、雨水幹線の新設、
能力向上、ポンプ場の耐水化等を実施

岡山市

土砂流出対策施設の整備
岡山県、近畿中国
森林管理局

農業用ため池から河川管理施設の洪水調節地
へ転換・運用

岡山市

利水ダム等11ダムにおける事前放流の実施、
体制の構築

岡山県、
中国電力（株）、
土地改良区

用水路の事前水位低下による雨水貯留 岡山市

大規模な開発行為等に伴う雨水流出抑制施設
の整備に対する助成

岡山市

被害対象を
減少させる
ための対策

浸水リスクを考慮した立地適正化計画に向け
た検討

岡山市、赤磐市、
真庭市

被害の軽減、
早期復旧・
復興のため
の対策

水位計や河川監視カメラによる河川情報の提
供

岡山県、中国地整

マイ・タイムライン等による防災教育
市町村（岡山県、
中国地整）

※スケジュールは今後の事業進捗によって変更となる場合がある。

○ 旭川では、上下流本支川の流域全体を俯瞰し、流域に関連する機関が一体となって以下の手順で「流域治水」を推進する。
【短期】浸水被害を防止・軽減するため、旭川水系下流部の堤防整備、砂川の改良復旧事業を実施。また、浸水リスクを考慮した立地適正化計画策定に向けた検討や

計画に基づく浸水リスクを考慮したまちづくりの推進を図る。被害軽減策については、水位計や河川監視カメラによる河川情報の提供、マイ・タイムライン等に
よる防災教育などを実施し、逃げ遅れゼロを目指す。

【中期・中長期】旭川水系の浸水被害を防止・軽減するため、河道掘削、堤防整備、旭川中上流ダム再生事業等を実施し、流域全体の安全度向上を図る。
また、立地適正化計画に基づく浸水リスクを考慮したまちづくりの推進及び上記の被害軽減策について、継続的に実施する。

旭川中上流

河川整備基本方針
に向けて対策を推進

WEB配信の実施
適切な維持管理と継続的な提供（岡山県、中国地整）

防災教育の実施（市町村）
出前講座等の実施（岡山県、中国地整）

旭川下流部

旭川下流・中流部

砂川

倉安川

旭川水系中流・上流部
（旭川・砂川・三谷川・誕生寺川・備中川）

■事業規模
河川対策 （約931億円）
砂防対策 （約48 億円）
下水道対策（約257億円）

立地適正化計画策定済み
（岡山市）

気候変動を踏まえた
更なる対策を推進


